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十
二
人
で
向
か
っ
た
中
体

連
、
部
員
が
掲
げ
た
目
標
は
二

つ
『
①
緑
ヶ
丘
中
に
勝
つ
、
②

北
信
越
大
会
出
場
』
ど
ち
ら
も

昨
年
度
の
悔
し
さ
と
成
長
を
込

め
た
も
の
で
し
た
。
顧
問
と
し

て
、
チ
ー
ム
に
は
『
ま
わ
り
か

ら
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
』
を
願

い
、
挨
拶
や
整
理
整
頓
、
礼
儀

な
ど
＂オ
フ
ザ
コ
ー
ト＂
を
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
時
間
の
制
限
や
雨
に
よ

る
屋
内
練
習
の
多
い
日
々
で
し

た
が
、
置
か
れ
た
状
況
の
中
で

も
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
れ
る
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
活
動
す
る
部
員
の

姿
に
「
次
は
ど
ん
な
練
習
を
し

よ
う
か
な
」
と
部
活
指
導
が
楽

し
い
毎
日
で
し
た
。
県
大
会
前

に
は
『
不
撓
不
屈
の
挑
戦
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
放
課
後
は
保

護
者
の
方
の
協
力
で
校
外
の

コ
ー
ト
に
移
動
し
、
や
れ
る
限

り
の
練
習
を
積
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
二
つ
の
目
標
を
達
成

し
、
北
信
越
大
会
に
最
高
の
形

で
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ま
だ
十
二
人
み
ん
な
で
テ
ニ

ス
が
で
き
る
」
そ
の
喜
び
が
一

番
大
き
か
っ
た
で
す
。
夏
休
み

は
部
活
の
ほ
か
、
夕
方
に
も
集

ま
っ
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。
北

信
越
大
会
は
初
戦
敗
退
で
し
た

が
、「
こ
こ
ま

で
思
い
き
り
や

り
切
っ
た
」
と

い
う
達
成
感
が

強
く
、
後
悔
は

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

記
憶
や
心
に

残
る
、
忘
れ

ら
れ
な
い
熱
い

日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
竜
東

中
テ
ニ
ス
部
を

応
援
し
、
支
え

て
い
た
だ
い
た

全
て
の
方
と
子

ど
も
た
ち
と
の

出
会
い
に
感
謝

し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

僕
た
ち
は
入
学
時
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、部
活
も
、

た
び
た
び
制
限
や
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
庭
や
駐

車
場
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主

練
習
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

二
年
生
の
と
き
は
、
当
時
三

年
生
だ
っ
た
先
輩
と
南
信
大
会

で
団
体
優
勝
し
、
県
大
会
で
は

ベ
ス
ト
４
で
し
た
。
先
輩
を
支

え
て
試
合
に
出
た
経
験
は
僕
た

ち
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
一
〜
二
年

ま
で
の
部
員
全
員
が
一
つ
と
な

り
、勝
ち
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

優
勝
し
た
瞬
間
、
感
情
が
こ
み

上
げ
て
み
ん
な
で
泣
き
ま
し

た
。優
勝
杯
は
と
て
も
大
き
く
、

ず
っ
し
り
と
重
か
っ
た
で
す
。

北
信
越
大
会
で
は
、
県
外
の

強
豪
校
と
戦
う
こ
と
が
で
き
、

力
及
ば
な
か
っ
た
け
ど
、
ど
の

ペ
ア
も
、
今
の
自
分
た
ち
の
プ

レ
ー
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
応
援
し
て
く
れ
た

家
族
、
顧
問
の
小
澤
先
生
、
学

校
の
み
ん
な
、
地
区
の
み
な
さ

ん
に
、お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
月
十
六
日（
土
）人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
に
先
駆
け
「
プ
レ

フ
ェ
ス
タ
」
が
千
代
公
民
館
大

会
議
室
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
六
十
二
人
の
観
客
が
詰
め
か

け
た
。

出
演
は
劇
団
く
り
き
ん
と
ん

で
、演
目
は
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

「
バ
ル
バ
ル
さ
ん
」
の
二
つ
。

ど
ち
ら
も
、三
人
が
人
形
遣
い
、

一
人
が
セ
リ
フ
・
歌
・
ピ
ア
ノ

生
演
奏
を
担
当
し
た
。
コ
ミ
カ

ル
な
歌
と
人
形
の
動
き
に
詰
め

か
け
た
観
客
が
見
入
っ
た
。

上
演
後
は
、
劇
団
へ
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
と
抽
選
会
が
行
わ
れ

た
。
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
な

ぜ
人
形
劇
を
や
り
た
い
と
思
っ

た
の
か
、
人
形
は
何
で
で
き
て

い
る
の
か
な
ど
、
な
か
な
か
会

う
こ
と
の
な
い
人
形
劇
団
の
方

へ
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ

た
。
ま
た
、
会
場
に
は
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
の
わ
い
わ
い
パ
レ
ー

ド
で
使
わ
れ
る
大
型
人
形
も
駆

け
つ
け
、
入
退
場
時
に
会
場
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大
を
受

け
、
八
月
の
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

は
中
止
。
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
は
人

形
劇
の
夏
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

温
室
効
果
の
原
因
と
し
て
、

近
年
猛
暑
や
豪
雨
な
ど
、
様
々

な
異
常
現
象
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
今
年
は
特
に

お
か
し
な
天
気
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
記
録
上
最
も
早
い

北
海
道
の
桜
開
花
や
季
節
外
れ

の
猛
暑
日
、
日
本
列
島
を
襲
っ

た
台
風
と
記
録
的
な
大
雨
や
観

測
史
上
最
速
の
梅
雨
明
け
な
ど

上
半
期
だ
け
で
も
お
か
し
な
天

気
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

北
海
道
で
今
年
三
月
時
点
で

帯
広
で
は
一
・
二
度
と
統
計
開
始

以
来
、
六
番
目
に
高
い
平
均
気

温
と
な
り
、
桜
は
四
月
二
十
二

日
に
開
花
、
四
月
二
十
五
日
に

満
開
と
統
計
開
始
以
来
最
速
で

咲
き
進
み
ま
し
た
。
異
例
の
猛

暑
日
は
群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
六

月
二
十
五
日
に
最
高
気
温
が

四
十
・
二
度
に
達
し
て
、
六
月
の

記
録
と
し
て
歴
代
一
位
の
高
気

温
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
六
月

の
一
ヶ
月
で
見
ま
す
と
、
熱
中

症
で
病
院
に
運
ば
れ
た
の
が
全

国
で
一
万
五
六
五
七
人
、
死
亡

者
数
十
七
人
と
統
計
を
取
り
始

め
た
二
〇
一
〇
年
以
降
最
も
多

い
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
上
半

期
で
の
記
録
的
な
大
雨
で
は
七

月
で
は
珍
し
く
台
風
が
上
陸
し
、

高
知
県
で
は
短
時
間
に
集
中
豪

雨
を
も
た
ら
す
線
状
降
水
帯
が

発
生
し
て
土
砂
災
害
が
起
き
ま

し
た
。
高
知
県
須
崎
市
で
は
、

三
時
間
で
二
百
八
ミ
リ
の
雨
を

記
録
し
、観
測
史
上
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
上
半

期
時
点
で
異
常
気
象
が
連
続
し

て
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
下

半
期
も
引
き
続
き
例
年
と
違
う

気
象
・
天
気
と
な
り
そ
う
で
す

の
で
、
防
災
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
付
け
て
日
常
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

人
形
劇
プ
レ
フ
ェ
ス
タ

県
大
会
初
優
勝
と

北
信
越
大
会
出
場

〜
や
り
き
っ
た
部
活
〜

十
二
人
で

向
か
っ
た
中
体
連
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有権者数
投票者総数
投票率

飯田市得票数
30,602票
2,717票
531票

全　県
1,706,682票
698,735票
40.94％

飯田市
80,486票
34,145票
42.42％

全県得票数
615,728票
67,758票
9,560票

全県得票率
88.8%
9.8%
1.4%

■あべ　守一
615,728票

■金井　忠一
67,758票

■草間しげお
9,560票
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お
詫
び
と
訂
正

七
月
五
日（
火
）に
「
第
五
十

回
記
念
米
川
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

が
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に

於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

米
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
川
手

重
光
を
会
長
と
し
、
会
員
三
十

名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
十
八
名
の
参
加
で
九

時
半
よ
り
ラ
ウ
ン
ド
が
ス
タ
ー

ト
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
な
か
で
プ
レ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
兼

ね
て
お
り
、
表
彰
式
で
「
し
ゃ

く
な
げ
の
会
」
米
川
評
議
員
、

川
手
角
夫
氏
に
贈
呈
さ
れ
た
。

【
試
合
結
果
】

優　

勝　

木
下　

和
美

準
優
勝　

川
手　

康
一

　
　
　
（
敬
称
略
）

八
月
三
十
一
日
（
水
）、
D

ブ
ロ
ッ
ク
館
報
・
新
聞
情
報
交

換
会
（
上
久
堅
・
龍
江
・
千
代
・

川
路
・
三
穂
）
が
、
龍
江
公
民

館
で
行
わ
れ
た
。
各
地
区
の
担

当
者
約
二
十
名
が
集
ま
り
、
持

ち
寄
っ
た
紙
面
を
見
比
べ
た

り
、
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
し
た
。

読
者
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
る

工
夫
と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
企
画

や
Q
R
コ
ー
ド
付
記
事
を
載
せ

て
い
る
地
区
担
当
者
が
説
明
す

る
と
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
感

嘆
の
声
が
あ
が
っ
た
。
ま
た
会

議
回
数
や
方
法
、
更
に
は
委
員

の
選
出
方
法
が
、
全
く
異
な
っ

て
い
る
事
に
も
話
題
は
及
ん

だ
。
各
地
区
の
歴
史
や
背
景
、

制
度
成
立
の
経
過
が
語
ら
れ
、

参
加
者
ら
は
改
め
て
近
隣
地
区

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
事
中
止

が
相
次
ぐ
中
で
の
紙
面
作
り

は
、
ど
の
地
区
で
も
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
よ
う
で
、
代
替
企
画

の
考
案
が
共
通
の
課
題
で
あ
る

こ
と
も
分
か
っ
た
。
先
の
見
通

せ
な
い
中
で
新
し
い
広
報
の
形

を
模
索
す
る
良
い
機
会
と
と
ら

え
、
よ
り
良
い
紙
面
作
り
に
努

め
る
事
を
確
認
し
合
っ
た
。　

八
月
七
日（
日
）に
長
野
県
知

事
選
挙
の
投
票
と
、
即
日
開
票

が
行
わ
れ
た
。

全
県
の
投
票
率
は
四
十
・
九
四

％
で
、
二
〇
一
八
年
を
二
・
三
四

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。
内
訳
は

県
内
十
九
市
の
う
ち
飯
田
市

と
伊
那
市
を
除
く
十
七
市
と
、

五
十
八
町
村
の
う
ち
四
十
八
町

村
が
前
回
を
下
回
っ
た
。
今
回

飯
田
市
は
四
十
二
・
四
二
％
（
前

回
四
十
一
・
五
四
％
）
だ
っ
た
。

全
県
の
各
候
補
者
の
得
票
率

は
、
阿
部
守
一
氏
八
十
八
・
八
％
、

金
井
忠
一
氏
九
・
八
％
、
草
間

重
男
氏
一
・
四
％
と
い
う
結
果

だ
っ
た
。

な
お
今
回
の
知
事
選
に
関

し
て
、
飯
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
の
地
区
別
お
よ
び
年
代
別

の
デ
ー
タ
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。期

日
前
投
票
に
関
し
て
は
、

全
県
の
有
権
者
の
十
六
・
六
五
％

が
期
日
前
投
票
を
行
い
、
前
回

よ
り
四
万
三
六
一
人
増
加
し

た
。
飯
田
市
の
期
日
前
投
票
率

は
、
十
二
・
九
二
％
だ
っ
た
。

期
日
前
投
票
に
よ
り
、
有
権

者
の
利
便
性
は
高
ま
っ
て
い
る

が
、
投
票
率
と
の
相
関
は
見
ら

れ
な
い
。

食
欲
の
秋
到
来
！
長
年
、
保

育
園
の
給
食
調
理
を
担
当
し
て

い
た
藤
本
あ
や
子
さ
ん
（
下
村
）

に
、
お
家
で
簡
単
に
作
れ
る
季

節
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
な
す
の
食
感
が
苦
手
な
人
も

多
い
で
す
が
、
お
肉
を
は
さ
む

こ
と
で
子
ど
も
達
も
お
い
し
く

食
べ
て
い
た
レ
シ
ピ
で
す
。
ひ

き
肉
で
は
な
く
、
さ
さ
み
を
使

う
事
も
簡
単
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

秋
な
す
を
使
っ
て
是
非
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。」

《
材
料
（
四
人
分
）》

・
な
す
……
…
…
…
…

二
ヶ

・
と
り
の
さ
さ
み
…	
八
〇
ｇ

・
卵
……
…
…
…
…

二
〇
ｇ

・
パ
ン
粉
……
…
…

二
〇
ｇ

・
小
麦
粉
……
…

一
二
〇
ｇ

・
揚
げ
油
……
…

一
六
〇
ｇ

《
作
り
方
》

①
さ
さ
み
は
四
等
分
に
切
り
、

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を
ふ
る
。

②
な
す
は
縦
半
分
に
切
り
、
へ

た
の
所
ま
で
切
れ
目
を
入

れ
る
。

③
な
す
の
切
れ
目
に
①
を
は
さ

み
、
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉

を
つ
け
て
油
で
揚
げ
る
。

※
好
み
で
ソ
ー
ス
又
は
し
ょ
う

油
を
か
け
る
。

天
龍
峡
大
橋
も
開
通
か
ら
約

三
年
た
ち
観
光
客
の
人
数
も
、

徐
々
に
ふ
え
て
き
て
天
竜
峡
も

大
分
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
、
夏
か
ら
秋
に

季
節
が
か
わ
り
、
夏
の
景
色
か

ら
秋
の
紅
葉
と
な
り
、
橋
か
ら

見
る
絶
景
も
又
夏
の
景
色
と
ち

が
っ
て
、
紅
葉
と
天
竜
川
の
コ

ラ
ボ
が
最
高
の
絶
景
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
っ
か
り
し
て
そ
ら
さ
ん

ぽ
へ
、
足
を
は
こ
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

館
報
第
三
百
二
十
三
号
に
て

掲
載
し
ま
し
た
お
誕
生
コ
ー
ナ
ー

に
氏
名
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、改

め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
十
月
二
十
三
日（
日
）

　

天
龍
峡
マ
ル
シ
ェ

○
十
一
月
一
日（
火
）

　

ふ
る
さ
と
竜
東
の
つ
ど
い

○
十
一
月
十
三
日（
日
）

　

千
代
地
区
文
化
祭

○
十
一
月
二
十
七
日（
日
）

ふ
る
さ
と
講
演
会
・
公
民
館　
　
　
　

一
斉
清
掃

※
予
定
は
九
月
十
四
日
時
点
の

内
容
で
す
。
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
誕
生

　

清
水　

心こ

晴は
る

ち
ゃ
ん

　
　

悠
・
康
世		

長
女（
八
ノ
倉
）

○
か
な
し
み

　

北
澤　

み
づ
ほ　

一
〇
二
才

　
　
　
　

克
己　

母
（
米
川
）

　

大
渕　

謙
治　

八
十
一
才

　
　
　
　

ゑ
み
子　

夫（
米
川
）

　

小
澤　

今
朝
美　

八
十
三
才

　
　
　
　

智
子　

夫
（
米
川
）

　

川
手　

ゑ
つ
子　

九
十
五
才

　
　
　
　

良
則　

母
（
米
川
）

　

清
水　

清
治　

八
十
三
才

　
　
　
　

良
子　

夫
（
下
村
）

　

島
田　

清
子　

八
十
七
才

　
　
　
　

勝
義　

妻
（
米
川
）

長
野
県
知
事
選
挙

な
す
の
は
さ
み
揚
げ

季
節
の
味
覚
、

い
た
だ
き
ま
ー
す
！！

館
報
・
新
聞
情
報
交
換
会

第
五
十
回
記
念
米
川
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

寄
付
金
を「
し
ゃ
く
な
げ
の
会
」へ

そ
ら
さ
ん
ぽ
百
景


